
会 議 録 

 

１ 会議名     令和 5年度 第 3回上越市スポーツ推進審議会 

 

２ 議題（公開・非公開の別） 

第 3次総合教育プランに基づく令和 5年度のスポーツ施策の実施状況について 

(公開) 

 

３ 開催日時    令和 6年 3月 26 日（火） 午前 10 時 00 分から午前 11 時 00 分まで 

 

４ 開催場所    上越市教育プラザ 大会議室 

 

５ 傍聴人の数   1 人 

 

６ 非公開の理由  なし 

 

７ 出席した者 氏名（敬称略） 

・委 員：土田了輔、髙橋正弘、饒村泰世、市川重雄、春日清美、市川康男、川澄陽子、

関川信之 

・事務局：吉田課長、倉石副課長、板垣係長、柏村係長、学校教育課 曽根原指導 

主事、堀首地域クラブ活動コーディネーター、西條地域クラブ活動コーディ

ネーター、濵口主事 

 

８ あいさつ 上越市スポーツ推進審議会委員長 土田 了輔 

   

９ 報告事項 

⑴  令和 5年度「学校における部活動改革」の進捗状況について 

資料１－１に基づき事務局が説明 

資料１－２に基づき事務局が説明 

資料１－３に基づき事務局が説明 

 

【髙橋副委員長】 

スポーツ活動の環境整備については、マンパワーの面で、教員の兼職兼業に期待して

いる。現在指導している教員には優秀な方も多いと思うので、部活動だけではなく、地域

のスポーツクラブの指導者として活躍してもらえるとありがたい。特段の事情がない限

り、承認しないケースがないようにしてほしい。 

 

⑵  令和 5 年度「地域における子どもたちのスポーツ活動の環境整備」の進捗状況に

ついて 

資料２－１に基づき事務局が説明 



資料２－２に基づき事務局が説明 

資料２－３に基づき事務局が説明 

資料２－４に基づき事務局が説明 

 

【春日委員】 

地域クラブフェアについて、会場に来られない子どもたちや、スポーツクラブに参加

するための交通手段がない子どもたち、会費が払えない子どもたちも半分以上いると思

う。そうした方たちの支援には答えがない中、競技スポーツに限らずに、レクリエーショ

ンとしてのスポーツが体力向上や仲間づくりを取り入れてほしい。 

今年度、新潟市の上山中学校では、学校の授業としてチャレンジザゲームを行ったと

のこと。遊び感覚で参加できるだけでなく、日本記録にも挑戦できるので目標にもなる。

学校でも取り組みやすい内容であり、目標に向かって参加もできるし、誰でも参加でき

る。送り迎えができなくても、体力向上につなげることができる一例である。 

 

【事務局】 

部活動は無償で指導を受けることができたが、今後は自己負担が発生する。公共交通

機関だけでは対応できないし、また、生活困窮者への支援についても、大きな課題である

が、研究の段階である。部活動が完全になくなる前までには具体な方針を打ち出したい。 

また、競技志向ではない子どもたちの居場所づくりは早急に検討が必要な課題である。

上越SCネットとの連携の中で、競技の枠にとらわれない教室を実施したいと聞いている。

今後実施に当たっては、レクリエーション協会にも具体に相談したい。 

 

【土田委員長】 

地域クラブフェアについては、スポーツの体験が好評だと聞いている。競技とは違っ

た形でスポーツに触れる機会はとても重要なので、今後も続けていってほしい。 

 

10 議題 

⑴  第 3 次総合教育プランに基づく令和 5年度のスポーツ施策の実施状況について 

   資料３-１に基づき事務局が説明 

   資料３-２に基づき事務局が説明 

 

【川澄委員】 

パラアスリートを講師に招き、「障害」について考える出前授業を小中学校何校かで実

施したことは大変良いことだと思う。上越市身体障害者連絡協議会でも、コロナ禍前は

附属小学校をはじめ、何校かでボッチャを通じて障害者と子どもたちとの交流を実施し

てきた。 

様々な障害をもった人と健常者との交流は有意義である。令和 4 年度に実施したレク

リエーション協会とのニュースポーツ体験会については、障害者と健常者の交流が好評

であったと評価を得たので、令和 6年度には実施したい。 

障害者から会場まで来てもらうためのひきこもり対策を課題として抱えてはいるが、

ニュースポーツ体験会を軌道に乗せていきたいので、スポーツ推進課からも協力しても



らいたい。 

 

⑵  上越市第 3次総合教育プランの実施に係る令和 6年度施策の概要について 

   資料４に基づき事務局が説明 

 

【関川委員】 

学校体育施設開放事業について、廃校になった学校を引き続き開放してもらうことは

可能なのか。 

 

【事務局】 

廃校となると、学校ではないため、事業対象とはならない。廃校後の施設の利用方法に

ついて、在り方の検討が先に行われる。その中でスポーツ施設と位置付けられれば、積極

的に活用していきたい。 

 

11 その他 

 

12 問合せ先 

教育委員会スポーツ推進課企画推進係     TEL：025-545-9246（内線 2795） 

E-mail：sports-k@city.joetsu.lg.jp 

13 その他 

別添の会議資料も併せてご覧ください。 


